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1．はじめに 

 近年、日本各地の干潟においてアサリの漁獲量が著

しく減少している．その減少要因を解明するために多

くの研究者が，様々な視点から環境修復を目的とした

改善工法などを実施し，現況回復に着手しているが，

現在のところ有効な対策方法は明らかになっておら

ず，アサリの漁獲量回復についての取り組みも決め手

がないのが現状である 1)．これまでの研究により，有

明海での二枚貝の減少の要因として、底質のヘドロ化，

貧酸素化，赤潮の発生などの現象が，アサリの生息環

境に悪影響を与えていると考えられているが、どの要

因がどの程度与えているかは未だ解明されておらず，

環境改善策も示されていないのが現状である．我々の

研究室では，この要因の中で，干潟のヘドロ化に着目

して研究を進めている．これまでに，干潟表層土中の

間隙水中に含まれるマンガン（Mn）の濃度がアサリ

の生息に大きく影響していると言われている 1)．本研

究では，2015 年 7 月以降，干潟浄化を実証している

長洲町地先干潟において，表層土間隙水中に含まれて

いる Mn 濃度を実測することによって，Mn 濃度とア

サリ生息量との間にどのような関係にあるかを確認

することを目的にしている． 
 
2.フルボ酸鉄シリカ資材の概要 

使用したフルボ酸鉄シリカ資材(1 袋 15 ㎏)は，
フルボ酸鉄浄化資材 7.5kg，海砂 7.5kg を生分解
性の袋に入れたもので，一袋 15kg である．フル

ボ酸鉄シリカ資材は，環境改善に不可欠なフルボ
酸鉄 3)を多く含んだ製品であり，フルボ酸鉄シリ
カ資材の特徴は，主に下水汚泥（現地周辺の下水
処理場で発生した物）・木クズ・食品腐敗物等の
リサイクル原料の発酵処理品とシリカ・鉄からな
る添加物を混合し，人工的に容易に,安価に製造で
きるところにある．また，この資材中にはフルボ
酸鉄・可溶性シリカ・リンが含まれており，環境
改善に必要な成分が含まれている． 

 
3.実験方法 

実証実験地は熊本県玉名郡長洲町沿岸干潟であ

る．15 年 7 月 14 日に 53 袋のフルボ酸鉄シリカ資

材を海岸から約 240ｍの地点に設置した第 1 施工

区(2000 ㎡：5m 千鳥格子状設置)（図 1上）と

2017 年 12 月 23 日に第 1 施工区の東側に 50 袋の

フルボ酸鉄シリカ資材を投入した第 2 施工区

（2100 ㎡：縦 10m×横 5m 間隔で設置）（図 1

下），施工区の南側にフルボ酸鉄シリカ資材を設

置していない対照区の 3 箇所に区画を設けた．そ

の 1 年後新たに第三施工区を第一施工区の南側に

設定している．二枚貝の生息状況は，第 1・3 施

工区 5 地点，第 2 施工区 3 地点，対照区 1 地点で

月に一度コドラート調査を行い，二枚貝類の現存

量を把握している．コドラートの大きさは 0.5m×

0.5m（深さ 0.2m）であり，コドラート内に生息し

ている二枚貝を採取し，4.75 ㎜目の篩にかけ，篩

図 1 実証干潟（長洲町干潟）における各施工区の資材設置条件 
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に残った生物を計測した．また，表層土間隙水中

のマンガン濃度は，表層土を持ち帰り速やかにろ

過した液体中に含まれるマンガン濃度を計測して

いる． 
 
4.観測結果 

 図 2は，表層土間隙水中に含まれているマンガン

濃度の経時変化を示している．図中，アサリ区と

は，熊本北部漁協でアサリ漁に設定されている区画

にてサンプルを採取してマンガン濃度を計測した値

を示している．図中の破線は，堤 2）により示された

間隙水中のマンガン濃度が 5（㎎/L）を超えるとア

サリの生育が著しく阻害される濃度領域を表してい

る．この図から，値を常時超えているのは対照区の

みであり，最も低い濃度を示しているのがアサリ区

であることが分かる．第一および第三施工区は資材

を追加した後，概ね 6 か月程度はマンガン濃度が 5

（㎎/L）を以下に保たれているが，その後上昇して

いることが観測結果より分かった． 

 図 3は，上記 4地点において計測されたアサリの

個数とマンガン濃度の変化を表している．この図か

ら，第一と三施工区において，マンガン濃度が 5

（㎎/L）以上に増加した 2019年 5月以降に，第一お

よび第三工区において，アサリの生息数が減少して

いることが確認された．また，常時間隙水中のマン

ガン濃度が 5（㎎/L）を越えている対照区において

は，他の地点と較べて全くアサリが生息できていな

いことが分かる． 

 

5.まとめ 

 昨年度より新たに干潟表層土間隙水中のマンガン

濃度を測定し始めたことにより，マンガン濃度とア

サリの生息量の間には密接な関係があることが分か

った．また，フルボ酸鉄シリカ資材を投入した後，

概ね 6か月程度は，マンガン濃度をアサリ生息に適

した値以下に保てることが分かり，効果が薄れてく

るとアサリの生息に影響を与え始めることが明らか

となった．今後は，継続して表層土間隙水中のマン

ガン濃度を計測することで，フルボ酸鉄シリカ資材

による効果を明確に検証していく予定である． 
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図 2 表層土間隙水中のマンガン濃度の施工区毎の変化 

図 3 各工区におけるアサリ生息数とマンガン濃度の関係 
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